伊藤 博夫, フューチャーセンターセッション「対話の手法でデザインする口の健康と地域の未来」, 歯学部口腔科学フロンティア推進室:口腔健康科学創成・栄養連携部門, 2014年1月, 事業の概要 1．事業の目的 ヨーロッパで発祥したフューチャーセンターとは，未来志向で対話し，変化を起こして行くための場のことであり，公共空間の未来設計，地域の議題解決など様々な場で効果を示している．徳島大学歯学部では，魅力的な歯学教育は地域の課題解決に貢献することが必要であると考え，口腔保健に関する地域課題の発見・抽出のためのフューチャーセンターセッションを実施し，その効果を検証した． 2．事業の取組状況 平成26年1月12日(日)，徳島大学大塚講堂において，本学産学官連携推進部，地域創生センター，文部科学省支援事業「イノベーション対話促進プログラム」の連携のもと，学内外から46名(うち学外11，学生7など)を得てフューチャーセンターセッションを実施した． 3．事業の実施による成果と今後の展開 地域住民の口腔の健康推進という目標を共有して地域で活動する多様な立場の人々が一同に集合し，対話の手法で地域と人々の口腔の健康の未来像を志向することで，これまでにない産学官連携の将来像の描画から地域イノベーション創生のきっかけとなった．
ロディス Maningo オマー, Organizer & Master of Ceremony, The 1st Niken Memorial Scholarship Program (NiMS) Kickoff Webinar, 2021年12月, via Zoom with 7 Indonesian Dental Schools and about 300+ participants
片岡 宏介, とくしま健康寿命からだカレッジ基礎課程 ロコモティブシンドローム4「お口の健康(健口)とロコモ予防」, 徳島大学, 2022年4月〜2025年3月
片岡 宏介, 海南歯科医師会学術講演会, 海南歯科医師会, 2025年3月
